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研究要旨
 先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病の患者さんに対して、小児

期から成人期にスムーズに移行支援できる体制を整備し、診療マニュアルの

普及を行った。

Ａ．研究目的

先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の難病

の患者さんに対して、小児期から成人期にスム

ーズに移行支援できる体制を整備する。

Ｂ．研究方法

支援整備体制を具体化するための方法を明らか

とする。

(倫理面への配慮) 
研究対象者である、視覚聴覚二重障害の難病の

患者さんに対して人権擁護上の配慮ならびに、

研究対象者に対する不利益がないよう、危険性

の排除や説明と同意を文章で確認した。

Ｃ．研究結果  

当院における、移行期支援体制のための支援プ

ログラムを作成し、移行準備のための進捗チェ

ックならびに、移行期支援チームによる移行期

支援計画の作成を行った。

また、診療マニュアルの普及を行った。

Ｄ．考察

視覚聴覚二重障害の難病の患者さんに対して、

小児期から成人期にスムーズに移行できるよう

な支援体制は必要と考えられる。

Ｅ．結論

視覚聴覚二重障害の難病の患者さんに対して、

小児期から成人期にスムーズに移行できるため

に、支援体制の整備は重要であり、林龍馬にあ

るの普及も重要な役割を果たすと考えられる。
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